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株式会社トーキン（代表取締役社長︓片倉文博 本社︓宮城県白石市）は、文部科学省の「革新的パワーエレクトロニ

クス創出基盤技術研究開発事業（JPJ009777）」において、国立大学法人東北大学多元物質科学研究所の岡本聡教
授らとの共同研究により、次世代パワーエレクトロニクスを支える革新的な軟磁性ナノ結晶圧粉コアの開発に成功しました。この
新材料は、従来材料を大きく上回る超低損失と高飽和磁束密度の両立を実現し、電力変換機器の高効率化・小型化を加
速させるキーデバイスとして、今後の社会に重要な役割を果たすことが期待されます。 
本研究の成果は 2025年 5月 23日、 Acta Materialia にてオンライン掲載されました。 
 
研究成果の概要 
本研究では、独自に開発した急冷アトマイズとホットプレスプロセスにより、軟磁性ナノ結晶“NANOMET™”粉末を用いた超

低損失の圧粉コアの開発に成功。以下のような顕著な成果を得ました。 
1. 軟磁性ナノ結晶粉末の開発:   

粉末組成と粉末製造プロセスの開発により、高飽和磁束密度(1.74T)と低保磁力(31A/m)を両立する軟磁性
ナノ結晶“NANOMET™ 粉末を開発しました。 

2. 飽和磁束密度の向上:  
NANOMET™粉末の適用と金属充填率を 89％まで高めることで、SENDUST™圧粉コアの 2 倍となる 1.54T

の飽和磁束密度を実現しました。 
3. コア損失の大幅低減︓ 

ナノ結晶の微細組織制御、粉末の微細化、金属充填率の向上により、100 kHz-100 mTの励磁条件下での
コア損失を 852 kW/m³ から 146 kW/m³へと約 83％削減しました。 

 
技術的背景 
パワーエレクトロニクス技術の分野では電気自動車や再生可能エネルギーの普及、そして生成 AI の進展によるデータセンタ

ーの電力需要増加により、高効率・高周波対応の電力変換技術が急務となっています。本技術は、次世代パワーデバイス
（SiC、GaN）と高い親和性を持ち、小型・高周波・低損失を実現する受動部品として、持続可能な社会の実現に貢献しま
す。 

 
今後の展望 
今回の成果は、次世代のパワーエレクトロニクス分野における高性能受動デバイスとしての実用化が期待されます。今後はさ

らなる特性向上と量産プロセスの確立を目指し、社会実装に向けた開発を加速してまいります。 
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革新的な軟磁性材料の創出 
 - 超低損失と高飽和磁束密度を両立した軟磁性ナノ結晶圧粉コアの開発に成功 - 



用語解説 
軟磁性ナノ結晶材料︓アモルファス(非晶質)構造中に 10-20nm程度の微細な結晶粒を均一に析出させた磁性材料。 
飽和磁束密度︓外部磁場を十分に強く印加したときに達する最大の磁束密度。大きいほど、磁性材料としての性能が高く、

トランスやインダクタなどの磁気デバイスの小型化・高出力化に貢献。 
保磁力︓磁性体の磁化をゼロに戻すために必要な磁場の強さ。軟磁性材料では、Hc が小さいほど磁化が容易であり、エネ

ルギー損失が少なく、高効率な電力変換が可能。 
アトマイズ法︓溶融金属を高圧ガスや水で微細な粉末を製造する技術。 
パワーエレクトロニクス︓電力の変換・制御・供給を効率的に行う技術。家電、自動車、産業機器などに広く応用されてい

る。 
NANOMETTM︓株式会社トーキンの登録商標。 
SENDUSTTM︓国立大学法人東北大学の登録商標。 

 

 
開発材と既存材のコア損失と飽和磁束密度の比較 
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この件のお問い合わせは下記にお願いします 
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＜研究に関すること＞    ＜研究に関すること＞ 
研究開発本部  浦田    多元物質科学研究所 教授 岡本聡 
TEL︓0224-24-3869       TEL︓022-217-5357 
E-mail︓akiri.urata@yageo.com   E-mail︓satoshi.okamoto.c1@tohoku.ac.jp 
 
＜広報に関すること＞    ＜広報に関すること＞ 
総務・環境安全部 総務グループ（東京） 吉田  多元物質科学研究所 広報情報室 伊藤 
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